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153　 　 　 マ ウ ス 初期胚 発 生 に お よ ぼ すM −CSF

の 影響 に 関す る 研 究

154　　　　 1nterleukin−2（IL・2）お よ び interleukin−

6（IL−6）の ラ ッ ト卵巣steroidogenesis な らびに 排卵 に

対する影響 に つ い て
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［目的］Macrophage　 oD 　lony　stimulatl   factor（M −

CSF ）は 生殖系に お い て は，子宮内膜 に 存在 し絨毛

細胞 の 増殖 を促進 して い る と報告 されて い るが，初

期胚 に 対 す る影響 は い まだ 明 らか で はな い 。 そ こ で

今回 我 々 は M −CSF の マ ウ ス 初期胚発生 に与え る 影

響 を検討 しk 。 ［方 法］PMSG お よ び hCG に て 過排

卵処理 し た 4 週令の ICR 系雌 マ ウ ス を 妊 娠 3 日 目に

屠殺 し 卵管 よ り 8 細胞期 の 胚を回 収 した。O．3％ BSA

加 BWW 液に human　 recombinant 　M −CSF を 0，2．5，

25，250ng／rn1 の 4 種類 の 濃度で 添加 し た培養液 を

作成 し，回 収 し た胚 を 5 ％CO2　in　air37 ℃ の 条件下

に 培養 し た 。 培養 後 22時間 に 4
，
53 ［H］Leucineを

1、85MB ！ml の 濃度 で 加え ，2 時間 後に
3
匚H ］の 取 り

込 み量 を測 定 した 。 ま た 同様の 方法で
3
［H］

−Thymi −

dine取 り込 み に 与え る M −CSF の 影響 を検討 し た 。

さ ら に 抗 M −CSF 抗体 10xtg！ml を M −CSF　O，25，250

ng ／m1 と と もに 添加 し
3
匚H ］Leucineの 取 り込 み 量を

測定 した 。 ま た ウ エ ス タ ン ブ ロ ッ ト法 に て M −CSF

の 胚蛋 白質チ ロ シ ン リ ン 酸化 に お よ ぼす影響 を検

討 し た 。匚成績ユ 1）M −CSF 添 加 群 は 無添 加 群 に比

べ て そ れ ぞ れ 1．30倍， 1．64倍，1，　98倍 と濃度依存

性 に 4，53［H］Leucine の 取 り込 み量 の 増 加 を認 め た 。

2）M −CSF 添加群 は 無添加 群 に 比 べ て そ れ ぞ れ

1．25倍，1．28倍，1．52倍 と濃度依 存性 に
3
匚HユThy −

midine の 取 り込 み量 の 増加 を認 め た 。 3）抗 M −

CSF 抗体は M −CSF に よ る 4，53 ［H］　Leucineの 取 り

込 み 量 の 増加 を抑制 し た。 4）M −CSF の 添加 後 ，

蛋 白質 チ ロ シ ン リ ン 酸化 の 増強を 認 め た。

［結 論］以 上 よ りM −CSF は 8細胞 期以 降 の 胚 発生に

促 進 的 に 働 い て い る こ と が 示唆 さ れ た 。

［目的］卵巣機能 の調 節因子 と し て 注 目さ れ る

cytokineの うち1レ 2とIL−6に つ い て，　 ラ ッ ト卵巣 の

steroidbgenesis な らびに排卵 に対する影響を検討す

る 。 　匸方法］1）DES に て primingした幼若ラ ッ ト

（27日令）の 顆粒膜細胞 をFS　H（501rigtml）添加， 無添加

で 培養 しIL・2、 IL・6添加に よる48時間後 の estradiol

（E2，ng 〆ml），　 p10ges喧 one （P4，ng ！ml ）産生をRIA に て定

量 した 。 2＞独自に改良 した卵巣灌流系に お ける，

PMSG 投与幼若ラ ッ ト（29 日令）の排 卵（卵子 ）数 、

E2 ，P4 濃度 の 推移 を LH （100ng ！mD 単独 添加 群 、

LH ＋E −2　　（50，　 lOOng〆m　1）添加群 、　LH ＋L −6　　（50，

100ng！m1 ）添加群に お い て 比較した 。 　［成績］1）培

養顆粒膜細胞に お い てFSH （一）群（n ＝ 4）で E2，　P4産生は

殆 ど 見 ら れ ず ，FSH （＋ ）群 （n ＝ 4 ）で は E2 は

27．6±1．3（Mean ±SE），　P4 は164，2±1．5で あっ た 。　 IL−2

の 10
，　 30

，　 IOOng！m1 添 加（各n＝4）で E2は43．5±3．4 ，

30．2±1．6，33．4±0，7，P4ζま224．7±10，8＊，249．0± 9，5＊＊
，

197．（lt　17．5とな り，Ilx6の O．3，1，3，10nglml添 加（各

nニ4）で E2は24．3±1．3，　 17．9±1．1＊＊，　 6．8±　 0．8＊＊ ＊，

O、4±0，3＊＊＊，　P4は 178，3±9．5
，　工83．1±75，　134，1±8．4，

76．8±2 ．9 ＊ ＊ ＊ とな っ た 。 2）卵巣 灌流 で は LH は

8．3±1．5（n ＝ 12）の 排卵 を誘発 した 。 IL−2の添加で排卵

数 は 8．0±2．6（p・・5，50ng！rn1 ），2．4±O．9 ＊
（n ＝ 7

，
10（  g！ml ）と

な り、 IL−6の 添加で は 5．9± 1．1（n ＝7，
50ng ！ml ），

2．3±1．4＊

（n ＝ 6，100n9 ！ml ））となっ た。 どの 群間に お

い て もE2 ，　　 P4濃度に差はなか っ た 。 （
＊p＜0．05，

＊＊pく O．Ol，＊ ＊＊ P ＜O．OOI）［結論 11）培養顆粒膜細胞

に お い て IL −6は FSH に よ る E2 、　 P4 産生 を dose −

d：pend∋ntに抑制 した 。 2）IL−2100　ng ！ml な らび にIL−

6100ngtm 　Iの 添加は排卵期卵巣 の ホ ル モ ン産生に は

影響 し な い が 、LH に よ る排卵を有意に掬制する

こ とが初 め て示 され た。
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